
○事業1　未整備箇所の汚水管整備の促進

○事業2　未接続家屋への汚水管接続の指導

○事業7　工場、事業場への指導

○歳入

○事業9　高温焼却対応型焼却炉への更新

○事業14　資源（処理水、汚泥等）のニーズの調査と有効利用の推進

○歳出

○事業20　民間による雨水貯留・浸透施設の整備促進

○事業33　耐震機能を付加した下水道管の延命化

人口普及率
　基準値：97.1％
　目標値：98.1％

指標

指標
公共下水道接続率
　基準値：96.1％
　目標値：98.0％

98.6%

実績値

実績値

98.6%
(2月時点→98.3％)

評価目標達成状況

目標達成状況 評価

内容
①整備面積　144.9ha
②整備延長　  29.3km
 (2月時点→145ha、29.4km)

下水道接続　約14,000世帯
(2月時点→約11,000世帯)

内容

150% ◎

評価目標達成状況

132％
(2月時点→116％) ◎

実績値 内容

排水検査実施件数　193事業場
 (2月時点→190事業場)

―

指標
聞き取り調査及び
排水検査実施、

水質改善指導の実施
維持可 ○

内容
  9,581 t/年
(2月時点→
 約10,000t/年)

実績値 評価

◎
N2OのCO2換算排出量

　基準値：　13,074 t/年
　目標値：約10,000 t/年

指標
成瀬クリーンセンター高

温焼却対応型焼却炉
（2号炉）設置・本稼働

実績値

目標達成状況

114％
(2月時点→100％)

内容 目標達成状況

評価

指標 評価

― ◎発展
焼却灰や沈砂汚泥の再資源化の
推進、再資源化率の向上に向け

た廃棄物搬出先の複数化

内容
開発行為及び中高層協議に基づく貯留施設の指
導、排水設備計画確認申請時の雨水浸透ますの

指導及び雨水浸透施設設置助成事業開始

実績値 目標達成状況

産業廃棄物（焼却灰・沈砂汚
泥）の再資源化率　98.3％

(2月時点→98.5％)

―

指標

△75％
(2月時点→63％)

目標達成状況 評価

雨水流出抑制施設
設置指導  38箇所
(2月時点→32箇所)

発展 ◎

①汚水管更新延長
　　基準値：―
　　目標値：6.0 km
②マンホール蓋更新率
   　基準値：8.0％
   　目標値：20.0％

指標

下水道管カメラ
調査（つくし野

地区）、更正工事

内容実績値
①汚水管更新延長
　　　　　　1.8 km
　(2月時点→1.5 km)
②汚水管の更新に併せ
　たマンホール蓋の
　更新

第４回町田市下水道事業

計画評価懇談会

２０１７年１０月１２日

施策Ⅰ-1 住環境の改善

施策Ⅰ-2 工場、事業場への指導

施策Ⅰ-3 地球温暖化対策と資源の循環利用

施策Ⅱ-1 浸水対策の推進

施策Ⅲ-1 効率的・効果的な維持管理の推進

類

似

団

体

と

の

比

較

財政見通しと決算

最終確定値 2月時点

a) 受益者負担金 0.1億円 0.4億円 0.3億円 3.2億円 0.6億円 0.6％

b) 下水道使用料 57.1億円 55.4億円 55.1億円 273.2億円 54.6億円 49.6％

c) 国費 13.8億円 12.8億円 9.1億円 51.9億円 10.4億円 9.4％

d) 都費 0.7億円 0.7億円 0.5億円 2.7億円 0.5億円 0.5％

e) 一般会計繰入金 24.5億円 19.5億円 20.4億円 103.9億円 20.8億円 18.9％

f) 市債 23.4億円 18.8億円 27.4億円 85.1億円 17.0億円 15.5％

g) その他 0.4億円 3.4億円 3.1億円 30.1億円 6.0億円 5.5％

合　計 120.0億円 111.0億円 115.9億円 550.1億円 ― 100.0％

2016年度

決算AP策定時
見通し

5ヶ年
事業費計

年平均 比率

最終確定値 2月時点

h) 管渠建設費 22.5億円 13.9億円 15.7億円 92.7億円 18.5億円 17.6%

i ) 処理場整備費 21.6億円 21.1億円 24.9億円 70.5億円 14.1億円 13.4%

j ) 管渠維持管理費 4.2億円 5.5億円 4.9億円 25.4億円 5.1億円 4.8%

k ) 処理場管理費 16.1億円 14.2億円 14.9億円 73.5億円 14.7億円 14.0%

l ) 下水道総務費等 15.6億円 15.7億円 16.5億円 74.3億円 14.9億円 14.1%

m) 元金償還金 28.0億円 27.9億円 27.9億円 130.2億円 26.0億円 24.7%

n) 利子償還金 12.0億円 10.7億円 11.1億円 60.2億円 12.0億円 11.4%

合　計 120.0億円 109.0億円 115.9億円 526.8億円 ― 100.0%

5ヶ年
事業費計

年平均 比率AP策定時
見通し

決算

2016年度

5ヶ年の評価 総まとめ
→ 施策ごとの総合評価（◎1、○5、△1）及び当初の見込みに近い

決算状況から、計画に沿った経営を行うことができたといえる。

町田市下水道アクションプラン（2012年度～2016年度）

5ヶ年の評価説明資料【変動箇所抜粋】

資料３


